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ぐるを可とすべ しG・Hか02以 上の高度不飽和酸の弊 あろは論を侯たす ・

(5)目 下の智識に於ては石鹸の品位鑑定上域分のみに依頼するは危瞼にして滴If及 び泡率の測

定は重要なるもの と思考せらる

本實験に助力せ られたる下村恒夫氏に謝意を表す(東 京工業試験所第二部油脂實瞼室に於て)

(大正一四年』二月二六日受理)

未熟中に離落したる椪柑果實の利用研究

理學博士 加福 均 三

畑 忠 太

(1)緒 言
ポ レカ ン ミ 　 ぎ

撹 柑は墓湾特産の蜜柑にて其香氣高 く甘味殊に佳なるは夙に入の知 る麗なり此蜜柑毎年熟する

に先も再三騰風の襲來に會 し離落して腹滅する歎實に彩 しきものあり著者等は此未熱にして離落

したる磁柑につき利用の途を拓かむと企て墓鶴新竹州内務部渤業課技師島田彌市氏の好意により

今年騰風季節後直ちに若干の離落せる未熱果實を入手するを得たれば引綾 き實験に藩手せ り實験

の結果は未だ必 しも充分とは云ふぺか らざらん も其利用方法につき稻曙光を認め得たれば次に其

概要を報告す

(t)果 實 の 虜 理

入手 した る果實は径5-7cm、 緑色乃至黄緑色にして其虚理中日を径るに騎ぴ鐙黄色に攣 化し其

香氣 も亦最初 は甚だ佳快なれ ども次第に樋柑特有の香を失ぴ稽醸酵様の臭味を帯ぶるに至るを認

めた り著者等 は此材料 より繊柑皮油及拘櫛酸石友を得んが爲次の如 き庭理をなせ り先づ果實 を薄

み庖丁を以て頂鮎 より直角の方向に四分し次に手 を以て果皮と果實を分離 し果皮は室氣の流通 よ

き場所にて蔭干となし果實は直ちに歴搾器を以て墜搾 し果汁を抽出した り次に風乾果皮は之を銅

製蒸溜器に詰め込み蒸氣蒸溜に附 し磁柑皮油を採取 し果汁は石友乳の稻過剰 と共に煮沸 し絢構酸

石茨 を沈澱せしめ濾過精製をなした り此際果皮と果實の重量割合は皮13.5%、 果實86.5%に し

て皮より鴻の得量は風乾D度 にまり異 りしも大約1.2-2三4%な り叉果實 より果汁の牧量は墜搾充

分を期 し得 ぎりしと錐50%を 降ることなかbき 而して果汗より絢構酸 石次の得量は凡そ翫7%に

して之を果實全量に換算するときは1000kgの 果實より樋柑皮油1.52-3.04kg及 び粗拘櫛酸石次

21ぼkgを 得ること1な る'

(3)果 汁:あ 性 歌

果汁な甚だ位決底る芳香を有 し酸性甚だ強 し而 して麟鮮なる歌態に於ゼ之に適量ゐ藤糖を加へ
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おるものは ライ.姦ジ轟一ウ～又は レモンスク倉シの如 き清涼飲料として慮用し縄 ぺ しと信す果汁は果

實の熟否に よ り其酸性を異にすべ き こ と勿論なるが著者等の實験に 於て得海る県汚は其比重

(20。CM・ρ14に して滴定によウ分析 したる結果果汁20Gcに 樹 レ潭費せ ら多 蕊0・9837N苛 聾曹
ミ 　

な ぼ ウ 　 ノ サ

達液:約14ccに して全部の酸を絢構酸 とすれば果汗1」 中約47・59の 絢構酸 を含有す同様に7エ ー・

リング液 を使用し還元銅の量 より韓化糖の:量を定量した るに約8-5%の 結果を得た り

(4)果 汁 よ う絢 構 酸石次 の製造,

果汁の新鮮なるものは前述の如 く之に簾糖を煎へて舎利別歌 となし清涼飲料として慮用の途 あ

る檬考◎、らるれ ども實際 に於ては果實の探聚並びに剥皮に相當の時闇を要すべ く從て果丹の薪鮮

は期 し難きの歌況にあり故に著 者等は該果汗 より絢構酸 を絢構酸石次として沈澱せしめ叉其濾液

の糖分を醗酵蒸溜して槌柑火酒を製造せんと試みた り先づ果汁をよく煮沸 し可凝性物質を沈澱を

しめて濾過 し之に計算量の規定苛性曹達を加へτ中和 したる上窪化カルシウムの梢過剰を湘へ再 ・

煮沸し熱時直ちに濾過し粗絢驚酸石次 を得1-2度 熱湯にて洗ぴて後乾燥秤量した り此際石友盤 賢

の牧量は果汁の熟否によりて差異あ りしも大約原果汁の5%:を 降ることなか りき

試 料(9)敵 量勧)敗 率(%)

2a28U65.7窯

2α23u15.義 ワ

試 料 忽)牧 量(9)一 歌 率(%)

20.281ユ858王

20.23ユ.コ し8魯5。8ユ

倶此方法によりて得らる 、濾液は稻多量の燈化ナ トリウム及過剰の肇化カルシウムを淺すを以

て霞酵 して火酒を製する目的には適音ぎるが如 く寧ろ酸汗D濾 過 し允 るものに計算量 より稽過剰

め右次乳 を加へて絢鴇酸石次を沈澱濾過した る濾液:の方遙かに宜しきが如 し最 も此際得る絢撫酸"

石友は前記め方法 にょりて得べき絢携酸石友より不純なるは菟れざる所なり要するに此二方法の

中荷れが有利なるかは醸酵によりて得 らる製火酒の評贋如何によつて定まるべきもの訟るが醗酵

試験に於て未た充分なる成績を得るに至 らす既黙は暫 く保留して後報に譲る

'塾'く5)'槌 柑 皮 油

騨 せる脚 螺 籟 溜により噛 たる畷 湘の歩留騰 乞即 繊 によ瞑 群り灘 大約.
垂£一2・4%蒸 る こ と前 述 の如 く全 材料 を通 じての 値1・68%な りき而 して 油 は 無 色 透 明 流 動 性 可 良

に して樋 柑 に特 有 な る芳 香 を有 し其恒 藪 次 の如 し

比 重(15。C)0・8422屈 折奉@響 。)L4687旋 光 度 右89.1。

比粘度(23.㌍C)LOO2酸 便0,6エ ステル慣r5,i

酷化後 のエステル便4s.酸 素含傘 ユ・9%亨 。 混濁黙(ア ル"醐 ルX25。C)65

表 中 混 濁 黙 とは 油2ccを10c<の 無 水 ア ル コー ル に溶 解 し混 濁 の 生 す る迄 恒 温 に 於 て水 を撫

へ た る場 合 の水 の蛇 数 を あ らは す もの とす 又 アル デ ハ イ ドの 含 量 に つ き行 ひた る實 験 の結 果 は重

亜 硫 酸 曹 達 に よる方 法 に て2.4」 な り
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原油を無水硫酸ナ トリウムにて乾燥 した る後15m瓢 の減歴の下に劃温分溜を行ふこと6回の後

各溜分は次の如 き性質 を呈 した り

沸黙⑩ 噸 聯)腫(2ゆ 、 屈欄 潮 催 翻)超 .楓 邦)
68迄150L84001.49;帝87.8無6

68-70150.84001.469887.d無10

70一 一72150㌧$490 .工4,700.92.0無65

72-7415α840ユ1.470:902無:15

100一 一ユ0215α852蔓L4770。"372畢2炎 黄 『 粋2

1603・ 一1.52一 黄 粘1.5

残 渣 ・一 一一 一 一 焦 黄0・5

以 上 の 第 一～ 第 四 溜 分 につ き混 在 せ る アル デ ハ イ ド分 を除 去 せん が 爲之 を30%酸 性 亜硫 酸 曹達

液 と振 盟 し析 禺 せ る 白 色結 晶 を濾 別 し残 飴 の 油 分 を乾 燥 後 金 屡 ナ トリウ ム上 にて 煮 沸 した る上 再

び15:m斑 盤 下 に蒸 溜 精 製 した るに 次 の如 き性 質 の 油 を得 た り

沸黙(OC)(15ユn皿)比 重(24纈C)屈 折率(7灘 つ 旋光度 右旋度鍛)

(1)68欄 一・690.8375ユ 。47ユ589.2

(2)7:0。83791.47魏020.2

(3)72-730.8378工.盛7179ム0

(4)'73-71,0.83801.472493」0

是等の溜分は何れもd一リモネンを主域分とするものにして臭素の添加によひ容易に104。Cに て

融解するテ トラブロモ リモネンを得た 砂但 μ)は 其比重小なること 蕊旋光度弱 き瓢に鑑み必すや

他のテルペン類を含有すべしと思はるれども終に之をR明 するを得 ざのき又(1)孕(2),(3)よ ゆ析

幽した る白色結晶及酸性亜硫酸曹達母液 をアルカリにて分解 しエーテルに泥め取 りて得たる油は

明かにエーナントルの香を有 した り然れ ども其量僅少なるが爲結晶性物質 として之 を詮明するを

得 ざりしを遺憾 とす第五溜分は主としてアルヂハイ ドより成 り酸性亜硫酸曹達液により殆 ど全部

固結 し某主域分はヂキルアルデハイ ドなれ ども禽其他に異性髄を含むもの ト如 ぐオキシムとして

69。Cに て融解するヂキルアル
。ドキシムの他76-78◎Cめ 融鮎を有するオキシ擢)少 量 を得た り

又第六溜分は常温に於て結晶性物質を析出するを認めたるが恐 らくは燐謂チ トラプテンと同一物

質なるべし(大 正一一四年一一月 墓灘総督府中央研究所工業部實験室)(大 正一四年一二月九日受理)


